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自己紹介
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本間 隼人
Homma Hayato

学校法人日本女子大学
管理部 システム課

プロフィール

民間企業、国立大学を経験
日本女子大学入職後、学園DX推進に従事。
・勤怠管理システムの導入
・図書館システムのクラウド化
・学園基幹システムの更改
・DX人材育成施策の立案と運営
・学園専用生成AI対話プラットフォームの内製開発
・学園IR（Institutional Research）基盤の内製開発 etc..

出身大学

早稲田大学 先進理工学部 電気・情報生命工学科 2013年卒業
早稲田大学 先進理工学研究科 電気・情報生命専攻 2015年修了

日本女子大学
DX事例



日本女子大学について

• 文京区目白台にキャンパスを置く、7学部16学科を擁する女子の総合大学

• 国際文化学部（2023年度）、建築デザイン学部（202４年度）、食科学部（2025年度）
を開設、2027年度に経済学部（仮称）を構想中であり、改革を進めている大学
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最寄り駅は、JR線「目白駅」

東京メトロ「雑司が谷駅」「護国寺駅」 国際文化学部

建築
デザイン学部

食科学部

経済学部（仮称）

文学部

家政学部・国際文化学科

・食科学科
・栄養学科

・建築
デザイン学科

・経済学科
（仮称）

・児童学科
・被服学科
・家政経済学科

・日本文学科
・英文学科
・史学科

理学部
・数物情報科学科
・化学生命科学科

人間社会学部

・現代社会学科
・社会福祉学科
・教育学科
・心理学科

2023年度

2024年度

2025年度

2027年度



DX創生プラットフォーム
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• 日本女子大学では、更なるDX推進のため、DX創生プラットフォームを構想し、具現化
（１）人材 ：DXの起点となる改革人材の育成
（２）データ ：施策の根拠と効果を定量的に可視化・検証する共通基盤
（３）AI ：施策立案と実装を加速させるパートナー

DX創生プラットフォーム

人材
データ

AI



1.人材
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• 日本女子大学では、更なるDX推進のため、DX創生プラットフォームを構想し、具現化
（１）人材 ：DXの起点となる改革人材の育成
（２）データ ：施策の根拠と効果を定量的に可視化・検証する共通基盤
（３）AI ：施策立案と実装を加速させるパートナー

DX創生プラットフォーム

人材
データ

AI



参加者の皆様へのご質問
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DX人材を育成していますか？

育成して

いる
育成して

いない

育成

したい
育成

したくない



1.人材：アウトライン
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1.1 DX人材育成の背景

1.2 DX人材育成の計画
計画①：DXコア人材のスキル整理

計画②：DXコア人材の育成方針

1.3 DX人材育成の実行
 実行①：レベル把握

  実行②：DXコア人材推薦
実行③：外部研修受講
実行④：実践型問題解決研修

1.４ DX人材育成施策の効果



1.1 DX人材育成の背景

• 本来あるべきDX推進には、人材へのアプローチが必要不可欠という課題に直面した

• DX推進の要素として人材育成の取組方針を定めた
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DXコア人材 ＝ 現場でDX推進の核となる人材
法人企画部 教学企画部 総務部 財務部 管理部 入学部 学務部 学生生活部



1.2 DX人材育成の計画①：スキル整理

• 経済産業省/情報処理推進機構（IPA）のデジタルスキル標準を活用し、
本学の大学職員のDXコア人材として、DX推進には「①業務スキル」「②デジタルスキル」「③ビジネススキ
ル」「④チームプレイスキル」をバランスよく高めていくことが必要と再定義
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スキル 概要

①業務スキル
本学の業務運営に必要なスキル
（課題発見に関連するスキル）

②デジタルスキル
ITに関する興味関心や知識
（解決策立案に関連するスキル）

③ビジネススキル
論理的思考、
プレゼンテーション（説明能力/説得力）能力
（解決策実行に関連するスキル）

④チームプレイスキル
利害関係の異なる組織間の折衝や
成果創出に至る計画・分担等のマネジメント力
（成果創出に関連するスキル）

DX推進

業務
スキル

デジタル
スキル

ビジネス
スキル

チームプレイ
スキル

課題発見

解決策立案解決策実行

成果創出



1.2 DX人材育成の計画②：育成方針

• 下記、STEPで人材育成を進める。
-STEP１：デジタルスキルのレベル把握を実施し、DXコア人材を推薦
-STEP２：DXコア人材はビジネススキルの研修（問題解決研修）を受講
-STEP３：実業務の問題に対し問題解決を実践し、1年間の取り組みで成果を創出
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STEP①：レベル把握 STEP②：階層別研修 STEP③・④：実践研修

2023年度10月 202４年度6月 202４年度5月～

業務スキル（ＯＪＴ） 業務スキル（ＯＪＴ） 業務スキル（ＯＪＴ）

デジタルスキル デジタルスキル デジタルスキル

ビジネススキル ビジネススキル ビジネススキル

チームプレイスキル チームプレイスキル チームプレイスキル

DXコア人材

DXコア人材

問題解決研修
（ビジネススキル）

学内IT研修
（デジタルスキル）

DXコア人材 P

D

C

A



1.3 DX人材育成の実行①：レベル把握

• DX・ITや改革の親和性の現状把握のため、IT・DXリテラシー診断※を全専任職員が受講
【組織結果】本学は、他企業との相対比較の結果、DXに対するポテンシャルがあると判明
【個人結果】DXコア人材の推薦時の情報として活用
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本学

※ 出典：ウチダ人材開発センタ IT・DXレベル測定（i測） https://i-soku.jp

18位/150位（IT系企業含む）



1.3 DX人材育成の実行②：DXコア人材推薦

• 各部から1名程度、部長推薦によりのDXコア人材を選抜

• 計１１名がDXコア人材としてプロジェクトに参画
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部 課 イニシャル

法人企画部 広報課 KTさん

総務部 総務課 MKさん

財務部 経理課 KTさん

管理部 システム課 MYさん

入学部 入試課 MHさん

学務部 研究支援課 CMさん

学生生活部
学生支援課 KNさん

国際交流課 CIさん

通信教育・生涯学習事務部 通信教育課 KMさん

図書館事務部
図書館課 NKさん

成瀬記念館事務室 KKさん



1.3 DX人材育成の実行③：外部研修受講

• DXコア人材は、問題解決フレームワークに関する外部研修を受講

• 将来的な改革プロジェクトを進めるうえでの共通理解としても重要と考える
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問題の設定
「解決するべき問題は何か？」を検討する段階

問題点の特定
「どこに問題が集中しているか？」の観点で問題点を絞り込む段階

原因の究明
特定した問題点を引き起こす「真因（真の原因）」を究明する段階

解決策の立案
真因を解消する打ち手を洗い出し、絞りこみをする段階

チームに分かれて研修受講

各チームにサポーター



1.3 DX人材育成の実行④：実践型問題解決研修 

• DXコア人材は、研修受講後、業務上で課題を見つけ、問題解決に取り組む

• 実践的な問題解決能力を醸成を狙うとともに、
各種の報告会を設定し、論理的な説明能力および成果創出のためのモチベーションを保つ工夫

• 報告会に管理職も参加することで、学園の風土を変革に寄与することを想定
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年度 月 内容

２０２４
年度

・
2025
年度

５ 問題解決研修受講
６ 実践研修

７ テーマ報告会

８

９

１０

１１

１２ 中間報告会
１

２

３

翌年度
４

５ 成果報告会

※2025年度継続中、2026年度継続予定

年3回 取組の報告会実施 全職員が参加対象

管理職対面参加 学園の風土改革につなげたい



1-4．DX人材育成施策の効果

• 本学のDXコア人材育成のスキームでは、次の３つのメリットを同時に享受できる
人材の改革：問題解決能力の開発による人材の改革
実務の改革：実践側問題解決研修により実務の改革施策が創出
組織の改革：各種報告会にて取組を管理職を含めた全職員への共有による組織変革
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16

1-4．DX人材育成施策の効果
DXコア人材の取り組み一例



2.データ
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• 日本女子大学では、更なるDX推進のため、DX創生プラットフォームを構想し、具現化
（１）人材 ：DXの起点となる改革人材の育成
（２）データ ：施策の根拠と効果を定量的に可視化・検証する共通基盤
（３）AI ：施策立案と実装を加速させるパートナー

DX創生プラットフォーム

人材
データ

AI



参加者の皆様へのご質問
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データ分析はどうやってますか？

Eｘcel等

BI
ツール

データ
分析基盤



２.データ：アウトライン
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2.1 学園データ統合の方針

2.2 データ分析の現状と課題

2.3 学園データ統合のスケジュール
【補足】Microsoft Fabricとは？

2.4 学園データ統合分析基盤（JWU-IR）の特徴
【デモ①】データ取得と生涯IDの付与
【デモ②】セキュリティ権限
【デモ③】分析レポート

２.５ 今後の展望



2.1学園データ統合の方針

• 日本女子大学を含む本学園は、幼稚園・小学校・中学校・高校・大学・大学院までの
一貫教育体制を擁する。

• 本学園の目指す学園IRは、附属校園を含む全教育段階のデータを一貫管理・分析を可
能とする「フル・エンロールマネジメント」である。
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入学 卒業

✓ 入試種別
✓ 入試得点

✓ GPA
✓ 履修科目

✓ 就職先
✓ 職種

志願者 在学生 卒業生

フル・エンロールメントマネジメント

エンロールメントマネジメント

✓ 出身高校
✓ 高校成績 etc..

✓ 出席
✓ 学部学科 etc..

✓ 業界
✓ 業種 etc..



2.2データ分析の現状と課題

• 目指す学園IRの実現のために次の３つの課題を整理した。
課題①：統合データ分析基盤へのデータ連携による円滑なデータ共有
課題②：生涯IDによる学生識別の一貫性確保
課題③：自立分散的なデータ駆動組織の強化
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SCHOOL AID

基幹システム 大学システム 中学・高校システム 小学校システム

依頼 提供

データ分析

出力

基幹システム 大学システム 中学・高校システム 小学校システム

Microsoft Fabric

データ集約

幼稚園 小学校 中学校 高校 大学

氏名 日本花子 日本花子 日本花子 日本花子 日本花子

学籍番号 123 456 789 101 112

生涯ID 001 001 001 001 001

データ活用

統合データ分析基盤

目
標

データ分析
施策立案

評価

企画系部門

全組織

１

２

３

SCHOOL AID



2.3学園データ統合プロジェクトのスケジュール

• 2024年度1月より検討を開始し、2025年6月～7月の2ヵ月間で内製開発によるPoCを実施した。

• PoCの結果より、本運用を判断、内製開発で運用上問題がないことを確認した。

• 現在は、本番環境を構築が完了した。
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２０２４年度 202５年度

1月 2月 ３月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 ３月

▲
検討開始

▲
研修会

PoC
(概念検証)ト

ラ
イ
ア
ル
方
針
確
定

方
針
確
定

本番環境構築学内調整

▲
学内

体制確立

全
組
織
展
開

運用整理

トライアル期間

✓ Facric構成
✓ データ連携方式
✓ データ前処理
✓ 運用フロー
✓ セキュリティ
✓ サービススペック

✓ 学園IRについて
✓ データの利用同意

サービス
比較

✓ Microsoft社
✓ A社
✓ S社
✓ T社



【補足】Microsoft Fabricとは？
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データ分析に至る工程の必要な機能が網羅された

SaaS型 All In One データ基盤ソリューション

日本マイクロソフト 「Microsoft Fabric 最先端のEnd-to-Endデータ基盤」資料より抜粋



2.4学園データ統合分析基盤（JWU-IR）の特徴

• 学園IR基盤（以下、JWU-IR）のMicrosoft Fabricの環境は権限・運用プロセスから3階層構造を採用。
第1層 マスター層 ： SQLを発行し、各システムのデータを保持
第2層 組織マスター層：各組織で分析に必要なデータをマスター層から同期
第3層 分析層 ：データ分析者が分析を行う領域
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Silver GoldBronze

レイクハウス

ノートブック

データフロー Gen2
クエリ
大学_GPA
学園_学籍基本
・・・

テーブル
大学_GPA
学園_学籍基本
・・・

Pyspark
生涯ID_結合
生徒ID_変換
・・・

同期

前処理（PySpark）

レイクハウス
テーブル
大学_GPA
学園_学籍基本
・・・

ショートカット

データフロー Gen2

レイクハウス

セマンティックモデル

レポート

取込

変換

前処理（DAX関数）

Microsoft Fabric

データエンジニアリング/データサイエンス データアナリティクス

システム課 各組織

中継サーバー

オンプレミスデータゲートウェイ

接続
前処理（クエリ）

SQL
データベースサーバ

（データフローGen2）

クエリ

中学・高校校務システム
SCHOOL AID

前処理（PowerQuery/M関数）・同期

Copilot（Microsoft 生成AI）

SCHOOL AID

第1層 マスター層 第２層 組織マスター層 第３層 分析層



2.4学園データ統合分析基盤（JWU-IR）の特徴

• JWU-IRが3階層の構造を持つことによって、次の特徴を持つ
特徴①： Microsoft Fabricに学園の各種システムのデータが自動的に連携し、生涯IDを付与
特徴②：セキュリティ及び権限管理をMicrosoft Fabricで3層構造のシステムで実現、安全かつ円滑にデータ共有
特徴③：データ分析のベストプラクティスに準拠により、分析者が目的に沿ったレポート作成可能
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2.4学園データ統合分析基盤（JWU-IR）の特徴①

• Microsoft Fabricに学園の各種システムのデータが自動的に連携及び更新し、生涯IDが付与
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各組織

前処理（PowerQuery/M関数）・同期

Copilot（Microsoft 生成AI）

SCHOOL AID

データ取得

生涯ID付与

生涯ID
学籍番号

管理



【デモ①】データ取得と生涯IDの付与
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2.4学園データ統合分析基盤（JWU-IR）の特徴①

• Microsoft Fabricに学園の各種システムのデータが自動的に連携及び更新し、生涯IDが付与
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Pyspark
生涯ID_結合
生徒ID_変換
・・・

同期

前処理（Pyspark）

レイクハウス
テーブル
大学_GPA
学園_学籍基本
・・・

ショートカット

データフロー Gen2

レイクハウス

セマンティックモデル

レポート

取込

変換

前処理（DAX関数）

Microsoft Fabric

データエンジニアリング/データサイエンス データアナリティクス

システム課

中継サーバー

オンプレミスデータゲートウェイ

接続
前処理（クエリ）

SQL
データベースサーバ

（データフローGen2）

クエリ

第1層 マスター層 第２層 組織マスター層 第３層 分析層

各組織

前処理（PowerQuery/M関数）・同期

Copilot（Microsoft 生成AI）

SCHOOL AID

データ取得

生涯ID付与

生涯ID
学籍番号

管理



2.4学園データ統合分析基盤（JWU-IR）の特徴②

• セキュリティ及び権限管理を3層構造に対して実施、安全かつ円滑にデータ共有
第1層 マスター層 ：IR管理者アカウントのみが編集・閲覧可能
第2層 組織マスター層：各組織毎に必要なデータのみ同期、閲覧権限のみ付与
第3層 分析層 ：自由に分析レポートを作成可能
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Silver GoldBronze

レイクハウス

ノートブック

データフロー Gen2
クエリ
大学_GPA
学園_学籍基本
・・・

テーブル
大学_GPA
学園_学籍基本
・・・

Pyspark
生涯ID_結合
生徒ID_変換
・・・

同期

前処理（Pyspark）

レイクハウス
テーブル
大学_GPA
学園_学籍基本
・・・

ショートカット

データフロー Gen2

レイクハウス

セマンティックモデル

レポート

取込

前処理（M関数）・同期

変換

前処理（DAX関数）

Microsoft Fabric

データエンジニアリング/データサイエンス データアナリティクス

システム課 各組織

中継サーバー

オンプレミスデータゲートウェイ

接続
前処理（クエリ）

SQL
データベースサーバ

（データフローGen2）

クエリ

Copilot（Microsoft 生成AI）

IR管理者
編集権限

IR管理者
編集権限

分析者
閲覧権限

分析者
権限なし

分析者
編集権限

IR管理者
権限なし

SCHOOL AID

第1層 マスター層 第２層 組織マスター層 第３層 分析層



【デモ②】セキュリティ権限
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2-3.学園データ統合分析基盤（JWU-IR）の特徴②

• セキュリティ及び権限管理を3層構造に対して実施、安全かつ円滑にデータ共有
第1層 マスター層 ：IR管理者アカウントのみが編集・閲覧可能
第2層 組織マスター層：各組織毎に必要なデータのみ同期、閲覧権限のみ付与
第3層 分析層 ：自由に分析レポートを作成可能
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Silver GoldBronze

レイクハウス

ノートブック

データフロー Gen2
クエリ
大学_GPA
学園_学籍基本
・・・

テーブル
大学_GPA
学園_学籍基本
・・・

Pyspark
生涯ID_結合
生徒ID_変換
・・・

同期

前処理（Pyspark）

レイクハウス
テーブル
大学_GPA
学園_学籍基本
・・・

ショートカット

データフロー Gen2

レイクハウス

セマンティックモデル

レポート

取込

前処理（M関数）・同期

変換

前処理（DAX関数）

Microsoft Fabric

データエンジニアリング/データサイエンス データアナリティクス

システム課 各組織

中継サーバー

オンプレミスデータゲートウェイ

接続
前処理（クエリ）

SQL
データベースサーバ

（データフローGen2）

クエリ

Copilot（Microsoft 生成AI）

IR管理者
編集権限

IR管理者
編集権限

分析者
閲覧権限

分析者
権限なし

分析者
編集権限

IR管理者
権限なし

SCHOOL AID

第1層 マスター層 第２層 組織マスター層 第３層 分析層



2-3.学園データ統合分析基盤（JWU-IR）の特徴③

• データ分析のベストプラクティス（メダリオンアーキテクチャ）に準拠により、分析者が目的に沿ったレポート作成可能
-シルバー（クリーンデータ）変換：プログラムベースでシステム部門が対応
-ゴールド（分析データ）変換： GUIと関数ベースと「生成AI」で分析者が対応
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Silver GoldBronze

レイクハウス

ノートブック

データフロー Gen2
クエリ
大学_GPA
学園_学籍基本
・・・

テーブル
大学_GPA
学園_学籍基本
・・・

Pyspark
生涯ID_結合
生徒ID_変換
・・・

同期

前処理（Pyspark）

レイクハウス
テーブル
大学_GPA
学園_学籍基本
・・・

ショートカット

データフロー Gen2

レイクハウス

セマンティックモデル

レポート

取込

前処理（PowerQuery/M関数）・同期

変換

前処理（DAX関数）

Microsoft Fabric

データエンジニアリング/データサイエンス データアナリティクス

システム課 各組織

中継サーバー

オンプレミスデータゲートウェイ

接続
前処理（クエリ）

SQL
データベースサーバ

（データフローGen2）

クエリ

Copilot（Microsoft 生成AI）

SCHOOL AID

第1層 マスター層 第２層 組織マスター層 第３層 分析層



第3層 分析層

【デモ③】分析レポート

• 高校の入学時の入試形態と大学でのGPAの傾向分析を一例として取り上げる。

• 「高校システム」から「高校入試形態テーブル」を「大学システム」から「大学GPA」を取得し、
「生涯ID」で各テーブル間を紐づけを実施し、分析が可能となる。

33

生涯ID 学籍番号（大学） GPA

1１１１１１１１ 22０01001 ２．８

２２２２２２２２ 22０01002 3.0

33333333 22０0100３ 3.2

・・・ ・・・ ・・・

生涯ID 学籍番号（高校） 高校入試形態

1１１１１１１１ ３１７0０001 一般

２２２２２２２２ ３１７0０002 内部

33333333 ３１７0０00３ 推薦

・・・ ・・・ ・・・

大学システム 大学GPAテーブル

高校システム 高校入試形態テーブル

生涯ID
学籍番号
（大学）

学籍番号
（高校）

高校入試形態 GPA

1１１１１１１１ 22０01001 ３１７0０001 一般 ２．８

２２２２２２２２ 22０01002 ３１７0０002 内部 3.0

33333333 22０0100３ ３１７0０00３ 推薦 3.2

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

大学GPA＋高校入試形態テーブル

Silver Gold

第２層 組織マスター層



【デモ③】分析レポート
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２-５．今後の展望

・学園データ統合分析基盤をフル活用し、今後、学園IRの更なる推進に取り組む
・取組①：Microsoft Fabricによるデータ分析の浸透
・取組②：Microsoft Fabricを活用した戦略立案事例の拡充

35

＜Microsoft Fabricによるデータ分析の浸透＞ ＜Microsoft Fabricを活用した戦略立案事例の拡充＞

国際文化学部

建築
デザイン学部

食科学部

経済学部（仮称）

文学部

家政学部・国際文化学科

・食科学科
・栄養学科

・建築
デザイン学科

・経済学科
（仮称）

・児童学科
・被服学科
・家政経済学科

・日本文学科
・英文学科
・史学科

理学部
・数物情報科学科
・化学生命科学科

人間社会学部

・現代社会学科
・社会福祉学科
・教育学科
・心理学科

2023年度

2024年度

2025年度

2027年度

Fabric
データ分析者システム課

法人企画課

PJ参加組織

PJ主幹

学修支援課

教学企画課

法人企画課

入試課

キャリア
支援課

中高事務室

全組織

経理課

総務課

人事課

・・・

マニュアルの配備 研修の実施



3.AI

36

• 日本女子大学では、更なるDX推進のため、DX創生プラットフォームを構想し、具現化
（１）人材 ：DXの起点となる改革人材の育成
（２）データ ：施策の根拠と効果を定量的に可視化・検証する共通基盤
（３）AI ：施策立案と実装を加速させるパートナー

DX創生プラットフォーム

人材
データ

AI



参加者の皆様へのご質問

37

生成AIをどう使ってますか？

情報検索
コーディング
アイディア出し

等

学内情報
問い合わせ

処理代行



３.AI：アウトライン

38

3.1 本学専用生成AIサービス（JWU-GPT）
-導入背景
-概要
-学内情報連携
-利用実績

3.２ 生成AIと学内データ連携

3.３ データ分析業務におけるAIエージェント



２０２３年度 2024年度 2025年度

フェーズ１
生成AI

フェーズ２
生成AI ＋ 学内情報

（RAG：検索拡張生成）

フェーズ３
生成AI ＋ データ

生成AI ＋処理代行（AIエージェント）

賢い人 社内の賢い人 社内の賢くて、仕事のできる人

【補足】生成AIの動向

• 生成AIを取り巻く環境は進展しており、現在は、生成ＡＩと学内情報の連携から進み、
データ連携、処理の代行（ＡＩエージェント）が実業務に適用が検討されている状況

• 本学では、学内情報のみではなく、統合データ基盤が生成AIと連携しており、
データ分析業務においては、ＡＩエージェント機能を活用
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生成AIとは？

生成AI（生成系人工
知能）とは、人間のよ
うにテキスト・画像・音
声・映像・プログラム
などのコンテンツを自
動で生成するAI（人
工知能）のことです。
従来のAIが・・・。

学内情報
健康診断は何月

ですか？

日本女子大学の健康
診断は、毎年4月に
実施されています。学
生定期健康診断は、
学校保健安全法に基
づき、・・・・・・

検索

学内データ

打ち合わせ
予定確保をお願い

空きスケジュールを確
認し、確保しました。

→洞察



２０２３年度 2024年度 2025年度

フェーズ１
生成AI

フェーズ２
生成AI ＋ 学内情報

（RAG：検索拡張生成）

フェーズ３
生成AI ＋ データ

生成AI ＋処理代行（AIエージェント）

賢い人 社内の賢い人 社内の賢くて、仕事のできる人

【補足】生成AIの動向

• 生成AIを取り巻く環境は進展しており、現在は、生成ＡＩと学内情報の連携から進み、
データ連携、処理の代行（ＡＩエージェント）が実業務に適用が検討されている状況

• 本学では、学内情報のみではなく、統合データ基盤が生成AIと連携しており、
データ分析業務においては、ＡＩエージェント機能を活用
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生成AIとは？

生成AI（生成系人工
知能）とは、人間のよ
うにテキスト・画像・音
声・映像・プログラム
などのコンテンツを自
動で生成するAI（人
工知能）のことです。
従来のAIが・・・。

学内情報
健康診断は何月

ですか？

日本女子大学の健康
診断は、毎年4月に
実施されています。学
生定期健康診断は、
学校保健安全法に基
づき、・・・・・・

検索

学内データ

打ち合わせ
予定確保をお願い

空きスケジュールを確
認し、確保しました。

→洞察



3.1 本学専用生成AIサービス（JWU-GPT）：導入背景

全教職員（約1,400名）に生成AIサービスを利用させると非常に高額
⇒約5,400万円/年（=240ドル/人・年※×約1,400人×約150円/ドル）

【課題①】利用コスト

検討当初、高精度な生成AIサービスの利用は、個人契約のみ
システム管理者側でのユーザーの権限や機能制限が不可能

【課題②】ユーザー管理

入力した情報がサービス提供事業者の
LLM（Large Language Models、大規模言語モデル）の学習に利用されるリスク

【課題③】意図しない情報流出

※OpenAI社 ChatGPT Plusの場合（2024年度8時点）

41※Japan Women's University - Generative Pre-trained Transformer

【目的】全教職員の生成AI利活用環境を整備（2023年度）

生成AI対話サービス（JWU-GPT)を内製で開発



3.1本学専用生成AIサービス（JWU-GPT）：概要

• 日本女子大学専用の生成AI対話プラットフォーム（JWU-GPT)を2023年度より全教職員に提供

• すでに全教職員に提供されていたTeamsをUIに、OpenAI社のChatGPTのAPI経由で問合せ

• 生成AIの技術動向に応じて、①通常問合せ ②学内情報検索 ③Web検索機能を追加

42

Copilot Studio

Teams

JWU-GPT Power Automate
（Robotic Process Automation）

質問

応答

日本女子大学の特徴は？

日本女子大学の特徴は、
女性のための総合大学
として、教育・研究の質を
高め、性の社会的自立と
活躍を支援している点 ADDC

(Azure AD Connect)

学内フォルダ

アクセス制御

Responseｓ API

Web search

Vector Store

The Internet 

Responseｓ API

Power BIShare Point

通常応答

学内情報検索

Web検索

ログ・評価保存

Microsoft Entra Active Directory

日次同期検索拡張生成

（RAG）



3.1本学専用生成AIサービス（JWU-GPT）：概要

43



3.1本学専用生成AIサービス（JWU-GPT）：学内情報連携

• 学内情報検索機能に伴う、検証と改善を経て全学へリリースした内容をご説明

44

Copilot Studio

Teams

JWU-GPT Power Automate
（Robotic Process Automation）

質問

応答

日本女子大学の特徴は？

日本女子大学の特徴
は、、、、

ADDC

(Azure AD Connect)

学内フォルダ

アクセス制御

Responseｓ API

Web search

Vector Store

The Internet 

Responseｓ API

Power BIShare Point

通常応答

学内情報検索

Web検索

ログ・評価保存

Microsoft Entra

日次同期検索拡張生成

（RAG）

Active Directory



• 検索拡張生成（RAG）では、以下の仕組みにより、学内情報に関して応答が可能になる
・事前に学内情報をベクトルデータベース※に格納
・入力された質問に対し、ベクトルデータベースから回答になりうる類似情報を検索【①】
・質問に類似情報（回答になりうる情報）を追加（拡張【②】）をLLMに入力
・類似情報を活用し、学内情報に関して回答を生成【③】

45

※テキストを数値ベクトルで保存するデータベース、単語や文章間の類似度を距離で計算可能となる

3.1本学専用生成AIサービス（JWU-GPT）：学内情報連携

⓪学内情報（ベクトルデータベース）

JWU-GPT

平日（月曜日から金曜日）

始業

７時間

9時

午前

土曜日

3時間勤務

３時間

授業期間

教員

職員

❷類似情報検索

❸類似情報取得

★

★：入力プロンプト

❹類似情報＋質問⇒入力

平日（月曜日から金曜日）、7時間、
午前、9時から、午後、１７時まで

勤務時間は？

❺応答（類似情報を活用）

⑥応答表示

①質問入力

ChatGPT API

①検索

②拡張

③生成

勤務時間は？

日本女子大学の教職員
の勤務時間は、以下の通

り定められています。
平日（月曜日から金曜

日）・・・・
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番項 順手 容内理処 対応組織

① 想定質問例の作成 学内利用を想定した質問例を作成 織組画参

② データの格納
想定質問に回答するための
参考情報を共有フォルダに格納

織組画参

③ 応答の自動生成 全想想定質問に対して応答を生成 ムテスシ課

④ 定量評価の入力

応答内容を5段階で評価
◎：適切な回答
〇：参考となる回答
△：誤りを含む回答
▲：参考にならない・誤った回答
×：問題を含む回答

織組画参

⑤ 設定の見直し

評価結果に基づき設定を調整
・プロンプト
・各種パラメーター
・格納データ

織組画参
ムテスシ課

⑥ 再検証 ③、④を再度実施
織組画参
ムテスシ課

参画組織

法人企画部 学園企画課 教学企画課 広報課

総務課 人事課 経理課 施設課

入試課 研究支援課 学修支援課 学生支援課

キャリア支援課 国際交流課 保健管理センター 通信教育課

生涯学習課 図書館課 成瀬記念館事務室 検収室

計20組織

3.1本学専用生成AIサービス（JWU-GPT）：学内情報連携

• 学生・教職員からの問合せの一次窓口を想定し、20組織の参画を得て機能評価を行った

• 参画組織は、想定質問を作成し、その質問に対する生成AIの応答に定量評価を実施、
その結果に応じて、設定を見直し、再度、定量評価を行い目標値に達するまで繰り返す



• 学内情報の検索機能のリリースの目標値を「適切な回答（◎）」と「参考となる回答
（〇）」が全体の80％以上になることと定めた。

• 評価1回目の結果から設定の見直しを行い、評価2回目は評価値が90.3%となり、
全教職員への展開を判断した。

47

想定質問数
（未評価除く）

適切な回答
参考となる

回答
誤りを含む

回答

参考にならない
・誤った
回答

問題のある
回答 

◎ 〇 △ ▲ ×

評価1回目 151

77 39 25 6 4

51.0% 25.8% 16.6% 4.0% 2.6%

76.8% 23.2％

評価2回目 165

95 54 12 2 2

57.6% 32.7% 7.3% 1.2% 1.2%

90.3% 9.7％

見直し項目 詳細

プロンプト調整
（プロンプトエンジニアリング）

プロンプトに「日本女子大学の学内情報を用いて正確性を重視し答えて下さい。」と追加

temperature調整 1 → 0.5 に変更し、出力の安定性と正確性を重視

回答元データ差し替え 不正確または不足していた情報を更新

設定の見直し

3.1本学専用生成AIサービス（JWU-GPT）：学内情報連携



・JWU-GPTの月別利用トークン数（≒文字数）は、増加傾向にあり、
学内情報検索は約100万トークン/月の利用がある状況

・合計で約4,700万トークンの利用があるが、トータルコストは5,000円程度で
本学の全教職員（1,400名）にサービスを提供できている
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3.1本学専用生成AIサービス（JWU-GPT）：利用実績



２０２３年度 2024年度 2025年度

フェーズ１
生成AI

フェーズ２
生成AI ＋ 学内情報

（RAG：検索拡張生成）

フェーズ３
生成AI ＋ データ

生成AI ＋処理代行（AIエージェント）

賢い人 社内の賢い人 社内の賢くて、仕事のできる人

【補足】生成AIの動向

• 生成AIを取り巻く環境は進展しており、現在は、生成ＡＩと学内情報の連携から進み、
データ連携、処理の代行（ＡＩエージェント）が実業務に適用が検討されている状況

• 本学では、学内情報のみではなく、統合データ基盤が生成AIと連携しており、
データ分析業務においては、ＡＩエージェント機能も利用
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生成AIとは？

生成AI（生成系人工
知能）とは、人間のよ
うにテキスト・画像・音
声・映像・プログラム
などのコンテンツを自
動で生成するAI（人
工知能）のことです。
従来のAIが・・・。

学内情報
健康診断は何月

ですか？

日本女子大学の健康
診断は、毎年4月に
実施されています。学
生定期健康診断は、
学校保健安全法に基
づき、・・・・・・

検索

学内データ

打ち合わせ
予定確保をお願い

空きスケジュールを確
認し、確保しました。

→洞察



3.２ 生成AIと学内データ連携
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3.３ データ分析業務におけるAIエージェント
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【まとめ】DX創生プラットフォーム
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DX創生プラットフォーム

人材
データ

AI

電子出席アプリ
（e-出席カード） 通信教育課程

ポータル更改

学園IR強化
図書館システム

クラウド化

勤怠管理システム
電子稟議システム

Web出願
入試管理システム

通信教育課程
Web出願システム

機器セルフレンタルシステム

学生ポートフォリオ

仮想デスクトップ環境検証

キャリア支援
クラウドサービス



【まとめ】DX創生プラットフォーム
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人材

AI

・各部にDX推進の核となる人材（＝DXコア人材）を育成
・①レベル把握 → ②DXコア人材推薦
→ ③外部研修の受講 → ④実践型問題解決研修

・人材育成＋業務改革＋学園風土改革を同時に享受

・DXや学園改革の定量的な根拠となる基盤
・附属校園を含む学園データの一貫分析が可能
・学園データをMicrosoft Fabricに集約し、生涯IDを付与
従来、困難であった学園を横断した分析・管理を実現
＝フル・エンロールメントマネジメント

データ

・DXの施策立案と実装を加速させるパートナー
・全教職員が利用可能な本学専用生成AIサービスを提供
・検索拡張生成（RAG）による学内情報検索にも組織的に対応
・学内データの連携、処理代行（エージェント）活用にも取り組む



54

ご清聴ありがとうございました。
日本女子大学はこれからも堅実なDXを推進してまいります。

少しでも皆様のご参考になれば幸いです。
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